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将来ビジョン
「教育」

～将来ビジョンに関連する取組～

教 育
高度な専門職業人の養成
地域単位でのTeach for 

Communities

５

新教員組織（教育研究院）の立上げ
理系修士課程（自然科学技術研究科）の設置・博士課程の改組とデザ
イン思考教育・マネジメント教育の導入

経営／マネジメント教育部門の立上げ：社会システム経営学環
大学機関別認証評価
教員養成課程の機能強化（学部定員見直し、推薦入試導入、教職大学
院の充実）

社会人の学び直し教育への環境整備（ME養成のための施設整備）
医学教育共同利用拠点の機能強化と世界水準の医学教育開発の推進
（フェローシップ立上げと学位（修士）化）

医学教育の充実（国際認証、看護学科定員見直し、医療過疎対策）
獣医学博士課程の再編（連獣の解消、共同獣医専攻立上げ）
全学共通教育における英語教育の充実、数理データサイエンス教育の
強化、農林畜産学教育の充実

入試方法の改善
教育推進・学生支援機構による教育の質保証システムの向上及び多様
な学生への学修等支援の推進



医学教育学とは医師・歯科医師、薬剤師、看護師ら医療従事者が医療系学生・
若手医療者に対する教育のあり方やスキルを研究する学問です。海外では欧米を
中心に128校もの専門修士課程がありますが、これまで国内で学べる課程はあり
ませんでした。

本学では2001年から医学教育開発研究センター（MEDC）を立ち上げ、全国の
教員・指導医に対し、教育に関する学識・スキルを高める取組みを進めてきまし
た。その医療者教育に関する実績が、国内初となる医療者教育学専攻（修士課
程）設置につながりました。

本専攻は中堅の医師・歯科医師、薬剤師、看護師、理学作業療法士等、指導す
る立場にある者の入学を想定しており、修了後は多様な医療者教育部門のリー
ダーとして活躍することを期待しています。

今後、本学は医療者教育分野をリードし、全国の医療系の指導者のレベルアッ
プを推進していきます。

令和元年10月3日（木）に2019年度第7回学長記者会見を実施し、森脇学長か
ら「大学院医学系研究科医療者教育学専攻（修士課程）の設置について」につい
て、「岐阜大学の将来ビジョン」と関連させて説明を行い、次いで藤崎医学教育
開発研究センター長から大学院医学系研究科医療者教育学専攻（修士課程）の設
置背景や特色を説明しました。

～将来ビジョンに関連する取組～

医療者教育学専攻を説明する様子
左から：西城准教授、鈴木教授

藤崎医学教育開発研究センター長
岩間大学院医学系研究科長・医学部長

医療者教育学専攻（修士課程）を設置

【概要】

６



【メディア掲載】

～将来ビジョンに関連する取組～
医療者教育学専攻（修士課程）を設置

７

掲載日 新聞社名 内容

2019/10/4 岐阜
医療の教育者 岐阜大で育成 国内初、専攻課程設置へ 若手
指導、働きながら学ぶ ～ 森脇久隆 学長、医学教育
開発研究センター 藤崎和彦 センター長 ～

2019/10/4 中日
「医療者教育学専攻」 岐阜大院が来春新設 国内初の分野
～ 森脇久隆 学長、医学教育開発研究センター 藤崎和
彦 センター長 ～

2019/10/4 読売
医療者教育 修士課程開設 岐阜大20 年度に 国内初 従事者
向け ～ 森脇久隆 学長、医学教育開発研究センター 藤
崎和彦 センター長 ～

2019/10/4 朝日
医療者教育の人材育成へ 岐大が来年度 国内初の修士課程
～ 森脇久隆 学長、医学教育開発研究センター 藤崎和彦
センター長 ～



令和元年度の学位記授与式は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、長
良川国際会議場における卒業生・修了生が一堂に会する式典は中止し、令和２年３
月25日（月）に本学講堂において各学部及び各研究科の代表者のみで実施し、本学
公式YouTubeチャンネルにてその様子がライブ配信されました。

～将来ビジョンに関連する取組～

コロナ禍による影響

【概要】

８

岐阜市内における新型コロナウイルス
感染患者の発生と、その後の急速な感染
状況の進展に対応するため、岐阜大学は
令和２年４月６日（月）～５月20日
（水）まで、附属病院を除く全部局を全
館閉鎖しました。これに伴い、４月７日
の入学式も中止とし、大学の公式チャン
ネルで森脇学長らによる新入生への祝福
メッセージを配信しました。

対面授業は、感染防止装置（※１）の上、６月４日から実施、封鎖中はインター
ネットを活用して、℮-ラニングで行いました。

※１：主な感染防止措置
・e-Learning 形式の継続やクラス分けなどにより、各学部・研究科として登校
する学生数を50%までに抑制します。
・教室定員の60%程度未満となる人数により、授業を実施します。
・実験機器や備品等を共有する場合は、その消毒を徹底します。
・クラスター発生のリスクが高まる「３つの密」を避けます。
・専門家会議が示した「感染防止の考え方」に沿った対応を遵守します。

森脇学長から代表者に学位記を授与



令和３年４月７日（水）の本学入学
式は、新型コロナウイルス感染症の拡
大防止のため、新入生の健康・安全面
を最優先に考えた結果、代表者のみの
出席により挙行いたしました。

本学は、新入生の皆様のご入学を心
から歓迎するとともに、学問への取り
組みや様々な活動への挑戦を全力で支
援します。

～将来ビジョンに関連する取組～

コロナ禍による影響

【概要】

９

令和２年４月からの新型コロナウイルス感染症蔓延の影響は岐阜大学に通学する
学生にも大きな影響を及ぼしており、修学に困難を来している学生を対象に、岐阜
大学独自の「学生支援プラン」として生活支援金「３万円」の給付事業（「新型コ
ロナウイルス感染症緊急対策プロジェクト 学生支援プラン～夢をあきらめるな
～」）を岐阜大学基金から緊急支援し、2,327 名 6,981 万円の支援金を給付しま
した。

令和２年度の学位記授与式も新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、令和
3年３月25日（木）に本学講堂において各学部及び各研究科の代表者のみで実施し、
本学公式YouTubeチャンネルにてその様子がライブ配信されました。

令和2年10月1日（木）～令和2年11月30日（月）の平日において新型コロナウ
イルス感染症の感染防止策の一環として、通学バスにおける密集した環境を避け
るため、岐阜バスのご協力のもと、学生の皆さんの帰宅が集中する時間帯におい
て、岐阜大学を出発しJR岐阜駅に直通するバスを6便追加しました。

森脇学長から代表者に学位記を授与



～将来ビジョンに関連する取組～
コロナ禍による影響

１０

※ 岐大のいぶき No.41 2021 Spring-Summer より



～将来ビジョンに関連する取組～
コロナ禍による影響

１１

※ 岐大のいぶき No.41 2021 Spring-Summer より



【メディア掲載】

～将来ビジョンに関連する取組～
コロナ禍による影響

１２

掲載日 新聞社名 内容

2020/3/5 岐阜 岐阜大の卒業式 規模大幅縮小へ 代表学生のみ出席

2020/3/5 中日 岐阜大の卒業式 規模縮小し開催

2020/３/5 朝日 岐大、全員参加の卒業式中止

2020/3/6 読売
岐阜大学位記授与式 代表者のみで実施へ 様子はライブ
配信

2020/3/26 岐阜
岐阜大「50 人」で卒業式 新型コロナ対策 代表出席、
ライブ配信

2020/4/2
日刊
工業

岐阜大も学内閉鎖

2020/4/5 毎日 岐阜大建物閉鎖

2020/4/8 岐阜
ユーチューブで「入学おめでとう！」 岐阜大が式中止、
メッセージ配信 ～ 森脇久隆 学長 ～

2020/4/9 中日
岐阜大の学長ら祝辞 ユーチューブで公開 ～ 森脇久隆
学長 ～

20204/10 中日
対面授業 来月20日まで休止 岐阜大 eラーニングを
活用

20209/28 中日
岐阜大の対面授業 後期さらに増加へ 森脇学長、対策
報告 ～ 森脇久隆 学長、村上啓雄 名誉教授 ～

2020/12/12 岐阜
遠隔授業方法「説明不足」 東海８国立大に改善措置を
要請 総務省

2020/12/12 読売
オンライン授業 前期98% 東海の国立大 通信環境
周知に課題

2020/12/12 毎日
東海８大学に改善通知 行政評価局 オンライン授業巡
り

2020/12/12 朝日
遠隔授業の内容や評価基準 「学生への説明不足」 総務
省，東海４県の国立大調査



【メディア掲載】

～将来ビジョンに関連する取組～
コロナ禍による影響

１３

掲載日 新聞社名 内容

2020/12/13 中日
遠隔授業の実態把握 岐阜大などに求める 中部管区行
政評価局

2020/12/13 毎日
東海８大学に改善通知 行政評価局 オンライン授業巡
り

2021/4/8 岐阜
「社会担う力を育む」 岐阜大入学生代表が決意
～ 応用生物科学部 浅見紬さん、教育学研究科 幅伊
吹さん ～

2021/4/8 中日
新入生代表18人で入学式 岐阜大・規模を縮小
～ 応用生物科学部 浅見紬さん，教育学研究科 幅伊
吹さん ～



～将来ビジョンに関連する取組～

獣医師国家試験に全員合格 − 3年連続の快挙

【概要】

１４

2020年2月に実施された第71回獣医師国家試験において、岐阜大学は、現役受
験生35名全員が合格しました。これで第69回（2018年）から3年連続して全員合
格となりました。過去20年間、全国に16ある国公私立獣医系大学で、2年連続で全
員合格したのも岐阜大学だけであり、3年連続は特筆すべき快挙と言えます。

共同獣医学科では、国際通用性・社会
性豊かな獣医師養成を目指して、教育連
携、コア・カリキュラムの策定など教育
研究体制の充実に取り組んでおります。
今後も優秀な獣医師を社会に輩出するよ
う、教育研究環境のさらなる充実を目指
してまいります。



～将来ビジョンに関連する取組～

高大連携「宇宙工学講座」の開講

【概要】

１５

岐阜大学地域協学センターでは、令和2年7月6日（月）に令和2年度宇宙工学講
座開講式をオンラインにて開催し、本講座を受講・聴講する岐阜県内の高校生及
び高専生らが参加しました。

宇宙工学講座は、「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+事
業）」における高大連携事業の一環として、航空宇宙生産技術開発センターの協
力のもと、岐阜県、各務原市、岐阜県教育委員会、岐阜かがみはら航空宇宙博物
館及び岐阜工業高等専門学校と連携して実施されます。岐阜県内の高校生及び３
年生までの高専生が、岐阜大学教員、JAXA等の講師による最先端の宇宙工学に関
する教育をオンラインで受講することができ、今年度は48名が受講・聴講します。
なお、これまでにのべ56校が参加、167名の修了生を輩出しています。

開講式では森脇学長から「ここで得た貴重な経験を今後様々な分野で生かして
ほしい。」と挨拶があり、岐阜かかみがはら航空宇宙博物館からの中継、宇宙飛
行士の山崎直子さんら国内外の宇宙機関・関係者のビデオメッセージ、受講生紹
介などが行われました。

また、講座の５周年を記念し、「宇宙工学講座の過去・現在・未来」と題した
座談会が開催され、受講生からの岐阜大学に関する質問等に森脇学長と佐々木地
域協学センター副センター長が答えました。座談会では、本講座の修了生らが実
施する「はやぶさ２サンプルリターンカプセル観測プロジェクト」についても紹
介があり、村井工学部長、益川地域協学センター長からは受講生へエールが送ら
れました。

今後本講座では、12月19日（土）の閉講式までに9回の講義が実施されます。

森脇学長と受講生との記念撮影



～将来ビジョンに関連する取組～

高大連携「宇宙工学講座」の開講

【概要】

１６

本学地域協学センターは、令和3年7月4日（日）に令和３年度宇宙工学講座開
講式を岐阜かかみがはら航空宇宙博物館にて開催し、本講座を受講・聴講する岐
阜県内の高校生及び高専生らが出席しました。また、一部の受講生はリモートで
参加しました。

宇宙工学講座は、「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+事
業）」における高大連携事業の一環として、本センターが航空宇宙生産技術開発
センターの協力のもと、岐阜県、各務原市、岐阜県教育委員会、岐阜かかみがは
ら航空宇宙博物館、岐阜工業高等専門学校と連携して実施しています。岐阜県内
の高校生及び３年生までの高専生が、岐阜大学教員、ＪＡＸＡ等の講師による最
先端の宇宙工学に関する教育をオンラインで受講することができ、今年度は６３
名が受講・聴講します。なお、これまでの５年間でのべ66校が参加、211名の修
了生を輩出しています。

開講式では森脇学長からの挨拶、国内外の宇宙機関・関係者のビデオメッセー
ジ、受講生紹介などが行われました。また、缶サット甲子園全国大会で技術賞を
受賞した岐阜工業高等専門学校チームによる「缶サット甲子園全国大会」の報告、
講座の修了生らによるＪＡＸＡプロジェクト「はやぶさ２カプセル研究プロジェ
クト」の報告があり、森脇学長と村井工学部長との質疑応答が行われました。

今後本講座では、12月18日（土）の閉講式までに9回の講義が実施される予定
です。

プロジェクト報告者と森脇学長、村井工学部長
との質疑応答の様子

出席者の記念撮影の様子



【メディア掲載】

～将来ビジョンに関連する取組～
コロナ禍による影響

１７

掲載日 新聞社名 内容

2020/7/7 岐阜
航空宇宙産業、広がる夢 岐阜大や高校連携の講座が開
講式 オンラインで参加 受講生ら進学質問 ～ 森脇
久隆 学長 ～

2020/7/7 中日
「宇宙工学講座」オンライン開講式 県内高校生らを山
崎さん激励 ～ 森脇久隆 学長 ～

2021/7/6 岐阜
宇宙工学 膨らむ興味 高大連携の岐阜大講座 宇宙博
で開講式

【テレビ等放送】

放送日等 番組名 内容

2020/7/7
CCN

地上デジタル12ch
「エリアトピックス」

宇宙工学講座開講式の様子を紹介



～将来ビジョンに関連する取組～

新課程「社会システム経営学環」を新設

【概要】

１８

令和２年９月24日（木）に令和２年度第２回学長記者会見を実施し、森脇学長
から「社会システム経営学環の設置」について、「岐阜大学の将来ビジョン」と
関連させて説明を行い、次いで肥後新学部設置準備室長から社会システム経営学
環の設置背景や概要、特色について説明しました。

近年、岐阜県を含めて、地方の人口減少や少子高齢化が大きな課題となってお
り、地域経済の活性化や地方創生の実現に貢献でき、イノベーションを創出する
人材の育成が地域から求められています。これらの課題を解決すべく本学では令
和３年４月１日に、昨年改正された大学設置基準により新たに設けられた学部等
連係課程制度に基づく学部相当の全国初の教育課程として、社会システム経営学
環を設置します。

本学環では、実践的な課題解決能力や経営力を修得し、豊かで活力ある社会シ
ステムの実現に貢献できる人材の育成を目標としています。これにより優秀な若
者が県外へ流出してしまうことを防ぎ、地元定着につながることを期待していま
す。

１つのキャンパスに全学部等が集結している総合大学であることも本学の強み
ですが、これを最大限に生かし「ビジネス・まちづくり・観光」の分野で蓄積を
有している地域科学部、工学部、応用生物科学部が連係協力学部となり、既存の
枠組みを超えて充実した教育や研究を実施していきます。

社会システム経営学環について説明する
肥後新学部設置準備室長

説明する森脇学長



～将来ビジョンに関連する取組～

新課程「社会システム経営学環」を新設

【概要】

１９

令和3年4月1日付で設置した社会システム経営学環（以下、「経営学環」とい
う。）をさらに広く知っていただき、教育研究活動、社会貢献活動を今後一段と
発展させるために、6月30日（水）に表札除幕式及びシンポジウムの設置記念行
事を挙行しました。

経営学環の表札の除幕式は、全学共通教育講義棟前で開催しました。初めに森
脇学長から激励を込めた挨拶があり、肥後 睦輝経営学環長から設置に至るまでの
多数の協力者への謝辞とともに、学生、教職員とともになお一層前進したいとの
思いが述べられ、経営学環の1期生を代表して小椋 一瑳さんから、決意を新たに
した挨拶がありました。続いて、表札の序幕が執り行われ、森脇学長、学生、教
職員による記念撮影を行い、更なる飛躍を祈念しました。 次に、会場を講堂に移
し、オンラインを併用した社会システム経営学環設置記念シンポジウム『 探求と
探究「学び」を「環」にする岐阜大学の挑戦』を開催しました。

肥後経営学環長の開催挨拶及び経営学環の概要説明の後、第1部は、「地域社
会を変えていく起業家とは？ 30年に及ぶ起業家人生を通じて」と題して、
Global Mobility Service株式会社 中島 徳至代表取締役社長による基調講演を行
いました。第2部は、「多様な学びを「環」にしてこれからの社会をつくる」と
題して、経営学環 髙木 朗義教授をコーディネーターとして、伊藤 知子氏（長良
川温泉若女将会会長）、岡田 さや加氏（柳ケ瀬を楽しいまちにする株式会社代表
取締役）、鈴木 哲馬氏（岐阜県中小企業家同友会代表理事）、中島 徳至氏（先
述）ら4名の登壇者がそれぞれの立場から議論を交わす、パネルディスカッショ
ンを行いました。質疑応答では経営学環の学生からの質問などもあり、会場全体
で議論を深めました。

本シンポジウムには学内外145人の参加がありました。経営学環における人材
養成のあり方を様々な視点で議論したシンポジウムから得た学びを、経営学環に
おける教育・研究・社会貢献の発展に活かしていきます。

代表挨拶をする小椋 一瑳さん 設置記念シンポジウム
中島 徳至氏による「基調講演」



【メディア掲載】

～将来ビジョンに関連する取組～
新課程「社会システム経営学環」を新設

２０

掲載日 新聞社名 内容

2020/4/30 岐阜
「経営学」経済界が熱視線 岐阜大新組織，人材育成へ
岐阜大に「経営学環」 ３学部横断の新課程申請

2020/9/6 中日
「経営学環」設置決まる 岐阜大に来春 一般・推薦計
30人募集 ～ 社会システム経営学環 ～

2020/9/25 岐阜
来春設置「社会システム経営学環」 企業・自治体で長
期実習

2020/9/25 中日
岐阜大に来春設置の経営学環 学長「名称は先行事例
に」 ～「社会システム経営学環」～

2020/9/25 朝日
岐阜大、「経営学環」設置へ ～「社会システム経営学
環」～

2020/9/25
日本
経済

岐阜大が「経営学環」開設 来年４月に ～「社会シス
テム経営学環」～

2021/7/1 岐阜
社会システム経営学環 岐阜大新課程 看板の除幕式
１期生は32人 ～ 肥後睦輝学環長、１期生 小椋一瑳
さん ～

2021/7/1 中日
岐阜大新学環 表札の除幕式 ～ 森脇久隆学長、１期
生 小椋一瑳さん ～



～将来ビジョンに関連する取組～

岐阜県農業技術センターと連携大学院方式による
教育研究協力に関する協定締結

【概要】

２１

令和3年4月27日（火）に、本学大学院自然科学技術研究科（以下「自然研」と
いう。）は岐阜県農業技術センターと連携大学院方式による教育研究協力に関する
協定を締結しました。

本協定は相互に連携し大学院生への研究指導を行う連携大学院方式により、研
究活動の推進及びその成果の普及と教育研究活動の一層の充実を図り、本県農業の
振興とそれを担う人材の育成に寄与することを目的としています。

協定書締結式では、岐阜県農業技術センター宮田和也所長、自然研の光永研究
科長が協定書へ署名を行いました。その後、岐阜県農業技術センター宮田和也所長
から「大学との連携を深めることにより、大学が保有する先端技術の知見やノウハ
ウを活用した研究が促進できるとともに、将来の岐阜県農業を支える研究人材の育
成につながるものと大変期待している。」と挨拶があり、自然研の光永研究科長は
「応用実践教育が求められる中、岐阜県農業技術センターとの連携は極めて重要で
ある」と述べました。

今後は、大学院生の県農業研究への直接参画や、県農業技術センター研究員が
指導教員となる大学院生へ指導等を実施し、自然科学技術研究科での学びを充実さ
せていきます。

協定書を手にする宮田所長（左）と光永研究科長（右）挨拶する光永研究科長

掲載日 新聞社名 内容

2021/5/３ 中日
院生指導で連携 県農業技術センター 岐阜大と協定締
結 ～ 自然科学技術研究科 光永徹研究科長 ～

2021/5/7 岐阜
県農業技術センターと岐阜大大学院 農業研究参加で協
定 ～ 自然科学技術研究科 光永徹研究科長 ～

【メディア掲載】



～将来ビジョンに関連する取組～

岐阜県と「感染症寄附講座」の設置に関する協定締結

【概要】

２２

岐阜大学と岐阜県は、令和3年7月30日(金)に、県内における質の高い感染症教
育による専門医の育成等を目的に、「感染症寄附講座（岐阜県）」を岐阜大学大
学院医学系研究科に設置することとし、それに関する協定を締結しました。

本協定は、感染症の診療及び制御に長けた医療従事者を育成し、岐阜県の感染
症全般にわたる医療提供体制の一層の充実を図るため、「県内感染症専門人材の
育成」、「地域連携による県内感染制御体制の強化」、「感染症学・感染制御
学・感染症災害に関する学術的研究の実施」を目的とし、寄附講座を設置するも
のです。

協定締結式では、古田肇岐阜県知事、森脇久隆岐阜大学長が協定書に署名を行
いました。その後、森脇学長から「当面は新型コロナウイルス感染症への対応が
中心となるが、今までの臓器別の感染症対応から、横断的、つまり全身を見なが
らの感染症対策につなげることができる」と寄附に対する謝辞があり、古田知事
からは「感染症専門医の人材不足への対応を期待し、感染症対応の体制をともに
作っていきたい」と挨拶がありました。

本協定の締結を契機として、新型コロナウイルス感染症対応等、岐阜県の感染
症に対する体制を強化するとともに、将来「新興感染症」が発生した場合におい
ても、県民の安全・安心を高められるよう邁進していきます。

協定書署名後の記念写真
（左から堀岐阜県健康福祉部長、古田知事、森脇学長、中島医学系研究科長、小倉教授(救急・災害医学分野)）



【メディア掲載】

～将来ビジョンに関連する取組～
岐阜県と「感染症寄附講座」の設置に関する協定締結

２３

掲載日 新聞社名 内容

2021/7/31 岐阜 岐阜大に感染症講座 人材育成 県の寄付で設置

2021/7/31 中日 感染症の人材育成 岐阜大に寄付講座 県と協定締結
～ 森脇久隆 学長 ～

2021/7/31 読売 感染症寄付講座 県と岐阜大協定 ～ 森脇久隆 学長 ～



～将来ビジョンに関連する取組～

産業動物臨床実習施設が完成

【概要】

２４

令和２年度より整備を進めてきた本学柳戸農場内の「産業動物臨床実習施設」が
完成しました。

本施設は、主に応用生物科学部の教育研究に使用し、将来の産業動物獣医師およ
び畜産系専門職業人の育成のために活用されます。隣接する岐阜県中央家畜保健衛
生所ともさらに連携を強化し、伝染病の発生予防、蔓延防止に努めていきます。ま
た、本学のようにキャンバス内に畜産施設が併設されている大学は近隣にはないた
め、他大学の実習にも活かされます。

令和３年7月26日（月）には見学会を開催し、学内関係者18名が参加しました。
参加者からは「この実習施設の完成により、教育効果向上と研究支援効果向上が、
大いに期待できる」との声がありました。

本施設は本年度末の本格運用開始を目指します。

完成した実習施設 施設内の様子

見学会の様子 説明する大場岐阜フィールド科学教育研究センター長

【テレビ等放送】

放送日等 番組名 内容

2020/7/27
CCN

地上デジタル12ch
「エリアトピックス」

産業動物臨床実習施設の竣工・見学会の様
子を紹介



将来ビジョン
「研究」

～将来ビジョンに関連する取組～

研 究
教育の基盤としての
質の高い研究を展開

２５

生命科学／医薬獣／iCeMS研究拠点（生命の鎖統合研究センター）の充実
地方創生エネルギーシステム研究センターの形成
Guコンポジット研究センターの拡充／地域連携スマート金型技術研究セ
ンターの拡充

水環境リーダー学位プログラム化
学術研究・産学官連携推進本部による支援体制の強化



本学の王副学長が、金属加工の分野で、工具の圧力が従来の１０分の１程度で加
工することができる「切削鍛造加工法」を発明しました。

プレス機などで金属の塊をたたいて目的の形にする加工法を「鍛造加工」といい、
このうち、常温で行うものを「精密鍛造」と呼びます。

精密鍛造には、金属の塊に力を加える「据込み」「押出し」の二つの基本工法が
ありますが、王副学長が発明した第三の方法は、カップの底に下から力を加えて、
底を上方向に移動させるような加工ができます。

これまでは加工が難しかった素材にも使用できる工法で、金属の塊でなくとも、
例えばカップのような形をした加工品にも使用できます。

～将来ビジョンに関連する取組～

王副学長が開発：精密鍛造に「第三の基本工法」

【概要】

２６

【メディア掲載】

掲載日 新聞社名 内容

2019/11/29 朝日
金属加工 工具圧力10 分の１に 精密鍛造に「第三の基
本工法」 岐大・王副学長が開発 ～ 王志剛 副学長 ～



地方創生エネルギーシステム研究センター
第29回地球環境大賞「文部科学大臣賞」受賞

地方創生エネルギーシステム研究センターは2018年度に設置され、太陽電池や
風力発電などの再生可能エネルギーを「つくる」「ためる」「はこぶ」「つか
う」というそれぞれの革新的な技術を基に、再生可能エネルギーの地産地消によ
る地域のエネルギー自立を目指し、地域特性に合わせた効率良いエネルギー利用
を行うためのエネルギーシステムの構築を進めています。

令和元年11月7日（木）に2019年度第8回学長記者会見を実施し、森脇学長か
ら「地方創生エネルギーシステム研究センター」について、「岐阜大学の将来ビ
ジョン」と関連させて説明を行い、次いで板谷研究推進・社会連携機構地方創生
エネルギーシステム研究センター長から地方創生エネルギーシステム研究セン
ターの研究内容や設備整備状況を説明しました。

令和元年11月12日（火）には、再生可能エネルギーマネジメントシステムオー
プン式典が行われ、地方創生エネルギーシステム研究センターに整備された、学
内試験設備が披露されました。式典では国内国立大学では唯一の設備を活用した
本センターの研究内容が紹介され、参加者はセンターの研究の進展に期待を寄せ
ました。

また、本学は令和２年3月12日（木）には、フジサンケイグループが主催する
第29回地球環境大賞の「文部科学大臣賞」を受賞することが決定しました。

岐阜大学は「環境ユニバーシティ」宣言のもと、2016年に岐阜県や民間企業3
社と「水素社会の実現に向けた産学官連携協定」を締結し、地方創生エネルギー
システム研究センターの産学官連携による「中山間地域での地産地消型地域エネ
ルギーシステム」(地方創生ぎふモデル)の社会実装試験を推進し、再生可能エネ
ルギーの発電に加え、AI（人工知能）や水素技術、電動車両などを組み合わせた
最適エネルギーマネジメントシステムの構築を目指していること等が高く評価さ
れ、今回の受賞となりました。

～将来ビジョンに関連する取組～

板谷地方創生エネルギーシステム
研究センター長

【概要】

２７

試験設備披露の様子



【メディア掲載】

地方創生エネルギーシステム研究センター 第29回地球環境大賞「文部科学大臣賞」受賞

～将来ビジョンに関連する取組～

２８

掲載日 新聞社名 内容

2019/11/30 朝日
「地産地消」エネルギーシステム 岐阜大に新試験設備
水素生成などのデータ解析 ～ 地方創生エネルギーシス
テム研究センター 中川二彦 教授 ～

【テレビ等放送】

放送日等 番組名 内容

2020/10/18
BSフジ

14:00～14:55 
地球環境大賞2020 ～ さかなクンが徹底

調査！ニッポン環境問題最前線 ～



本学教育学部の勝田長貴准教授は、大妻女子大学、天草市立御所浦白亜紀資料
館、総合地球環境学研究所、国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究
所、岐阜聖徳学園大学と共同で、シベリア永久凍土連続地帯に位置するモンゴル
北西部の湖沼堆積物の研究を行い、約13,700年前と約11,000年前の二つの時期
にシベリア永久凍土が大規模融解したことを世界で初めて明らかにしました。

本研究成果は、令和元年11月15日（金）にアメリカ地球物理学連合（ＡＧＵ）
の国際誌「Geophysical Research Letters」に掲載されました。

＜本研究成果のポイント＞
・モンゴル北西部・フブスグル湖周辺はシベリア永久凍土連続地帯に位置しており、そこの永久
凍土は最終退氷期（15,000～8,000年前）の温暖化で融解し、特に、ベーリング・アレード温暖
期に対応する13,700年前とプレボレアル温暖期の11,000年前に大規模融解したことが明らかに
なった。
・永久凍土地帯に分布する湖沼堆積物中の高濃度の硫黄含有層と硫黄同位体比（δ34S）の正の異
常は、永久凍土の大規模融解を示す指標となることが解明された。
・シベリア永久凍土南限は、最終氷期最盛期（21,000年前）にゴビ砂漠南部に存在していたが、
最終退氷期（15,000～8,000年前）の温暖化の中で、セレンガ川に沿う永久凍土は13,700年前に
はバイカル湖まで後退し、土壌の湿潤化とシベリアトウヒを中心とする森林が広がった。

～将来ビジョンに関連する取組～

地球温暖化でシベリア永久凍土が
大規模に融解した証拠を発見

２９

【概要】

【メディア掲載】

掲載日 新聞社名 内容

2020/2/6 朝日
シベリア永久凍土 溶けた証拠を発見 温暖化で２回 時期
も判明 ～ 教育学部 勝田長貴 准教授 ～



本学応用生物科学部・食品分子機能学研究室の長岡利（シニア教授・教授）、
自然科学技術研究科2年の坂野新太さん、研究室修了生のオウジラトさん、岡田健
司さん、連合農学研究科1年のマヘムティ・ミジティーさん、応用生物科学部４年
の森崚輔さんで構成される研究グループは、ジペプチド（フェニルアラニン-プロ
リン：ＦＰ）にコレステロール代謝改善作用があることを世界で初めて発見し、
その作用機構を解明しました。

これは400種類ある天然のジペプチドの中からＦＰをコレステロール代謝改善ジ
ペプチドとして世界で初めて特定したことになります。

本研究成果は、英国の国際誌「Scientific Reports」（電子版）に、令和元年12
月19日（木）午後7時（日本時間）に掲載されました。

～将来ビジョンに関連する取組～

ジペプチドにコレステロール代謝改善作用が
あることを世界で初めて発見

３０

【概要】

掲載日 新聞社名 内容

2020/１/28 朝日
コレステロールの代謝 アミノ酸結合物で改善 岐阜大の
長岡利教授ら特定 医薬品や機能性食品へ期待 ～ 応用生
物科学部食品分子機能学研究室 長岡利 教授 ～

＜本研究成果のポイント＞

・ジペプチド（フェニルアラニン-プロリ
ン：ＦＰ）にコレステロール代謝改善作用
があることを世界で初めて発見した。400
種類ある天然のジペプチドの中から、ＦＰ
をコレステロール代謝改善ジペプチドとし
て世界で初めて特定した。
・ＦＰは腸でのコレステロール吸収抑制作
用により、コレステロール代謝改善作用を
発揮することを解明した。
・ＦＰによるコレステロール代謝改善作用
は腸のペプチド輸送担体（PepT1：腸でジ
ペプチドやトリペプチドの吸収に関与）欠
損マウスでは消失した。つまり、ＦＰの作
用には、PepT1が必須であることを初めて
発見した。
・コレステロール代謝改善作用を発揮する
ペプチドの探索評価において、腸のペプチ
ド輸送担体（PepT1）が分子標的となるこ
とを発見した。
・腸のペプチド輸送担体（PepT1）は動脈
硬化予防のための分子標的となることを発
見した。

【メディア掲載】



本学は、令和元年４月より人工知能の幅広い活用を推進する研究拠点として、
人工知能研究推進センターを研究推進・社会連携機構に設置しました。

本センターは全学に広く人工知能、ＩｏＴ、データサイエンスの最新技術を供
給するとともに、学部間を跨ぐ研究組織形成の窓口として、世界に勝てる最先端
研究を推進する基盤センターとなること、最新技術教育を行うことで人工知能、
データサイエンス技術者の育成をすること、地域企業との共同研究支援や社会人
のリカレント教育を行い、地域産業への最新技術、人工知能技術者の研究拠点と
なることを目的として、医農工教を横断するＡＩ、ＩｏＴ、データサイエンス研
究拠点として設置されました。

令和2年1月28日（火）に、本センターの開所式を開催しました。

～将来ビジョンに関連する取組～

人工知能研究推進センターを設立

【概要】

３１

【メディア掲載】

掲載日 新聞社名 内容

2020/1/29 岐阜
岐阜大にAI 研究拠点 全５学部横断、人材育成目指す 開
所式で地域貢献誓う ～ 人工知能研究推進センター ～

2020/1/29 中日
世界最先端のAI 研究センターに 岐阜大で開所式 地域貢
献や教育も ～ 人工知能研究推進センター ～

2020/1/31 朝日
人工知能研究推進 岐阜大にセンター 学生らに最新技術
提供 ～ 人工知能研究推進センター ～



～将来ビジョンに関連する取組～

イヌの新たな遺伝病を発見
ヒトの家族性大腸腺腫症に類似したイヌの遺伝性腫瘍を発見

３２

【概要】

岐阜大学応用生物科学部共同獣医学科の平田暁大助教、酒井洋樹教授、森崇教授、
西飯直仁准教授、川部美史助教、連合獣医学研究科3年の吉嵜響子さんらのグループ
は、イヌの新たな遺伝病「遺伝性消化管ポリポーシス」を発見しました。

本研究成果は、日本時間2020年5月23日に英国の国際誌Carcinogenesis誌のオン
ライン版で発表されました。また、論文発表に先行して、遺伝子診断法に関する国
内特許を出願しており、共同出願した株式会社ケーナインラボにおいて遺伝子検査
として事業化されています。

＜本研究成果のポイント＞
・新たなイヌの遺伝病「遺伝性消化管ポリポーシス」を発見した。
・本疾患は胃および大腸における腫瘍性ポリープ（腺腫・腺癌）の発生を特徴とする。
・本疾患はAPC 遺伝子の生殖細胞系列変異を原因とする優性遺伝病3)である。
・本疾患はヒトの家族性大腸腺腫症の類似疾患と考えられる。
・今後、遺伝子検査による確定診断や繁殖段階での発生制御が可能になる。

【メディア掲載】

掲載日 新聞社名 内容

2020/7/5 朝日
イヌの新たな遺伝病を発見 ヒトの発がん仕組み解明の
可能性 岐大助教ら消化管ポリープ研究
～ 平田暁大 助教，酒井洋樹 教授 ～



東海国立大学機構岐阜大学は、内閣府の「令和２年度国立大学イノベーション
創出環境強化事業」に採択されました。

この事業は、国立大学のイノベーション創出環境に対してインセンティブ（交
付金）を与えることによって、民間企業との共同研究等をさらに推進することを
目的としており、国立大学重点支援①及び②の70大学のうち、昨年度採択された
３大学を除いた67大学の中から２大学が採択されました。

本学のこれまでの外部資金の獲得実績と以下に示す８つの取組計画が高く評価
され、本年度は３億円の交付金が配分される予定です。

これらの取組を通して、地域ブランドイノベーションエコシステムを創出して
まいります。

～将来ビジョンに関連する取組～

内閣府「イノベーション創出環境強化事業」に採択

３３

【概要】

【メディア掲載】

掲載日 新聞社名 内容

2020/10/22 中日
岐阜大に3億円交付へ 内閣府「イノベ創出環境事業」
採択

2020/10/23 岐阜 イノベーション環境強化事業 岐阜大を初採択 内閣府



岐阜大学教育学部理科教育講座 仲澤和馬シニア教授の「2020年度（第66回）仁科
記念賞」の受賞が発表されました。

仁科記念賞とは、故仁科芳雄博士の功績を記念して、わが国で原子物理学とその応
用に関して優れた研究業績をあげた研究者を表彰するために1955年に創設され、毎年
３件以内の研究業績が選ばれます。

今年度、仲澤シニア教授の「原子核乾板を用いたダブルストレンジネス原子核の研
究」に対して、令和2年11月9日（月）に受賞が決まりました。仲澤シニア教授は、J-
PARCの前身であるKEK12GeV陽子シンクロトロンとJ-PARCハドロン実験施設におい
て、原子核乾板を用いた一連の実験を企画提案し推進してこられました。今回の受賞
は、これら一連のダブルストレンジネス原子核の系統的研究が評価されたものです。

～将来ビジョンに関連する取組～

教育学部理科教育講座 仲澤和馬シニア教授
「2020年度（第66回）仁科記念賞」受賞

３４

【概要】

【メディア掲載】

掲載日 新聞社名 内容

2020/11/10 岐阜
仁科記念賞に２教授
～ 教育学部 仲澤和馬 シニア教授 ～

2020/11/10 中日
仲沢岐阜大教授ら仁科賞
～ 教育学部 仲澤和馬 シニア教授 ～

2020/11/19 毎日
東大・鹿野田氏と岐阜大・仲沢氏 仁科記念賞
～ 教育学部 仲澤和馬 シニア教授 ～

2020/11/25 岐阜
岐阜大・仲沢教授に物理の栄誉「仁科賞」ハイパー核
相次ぎ発見 研究30年超、独自手法を確立

～ 教育学部 仲澤和馬 シニア教授 ～



東海国立大学機構では、岐阜大学及び名古屋大学が共同で、糖鎖を中心とした研究
により生命の本質を解明し、医療応用の国際的な枠組みの中核となることを目指す
「糖鎖生命コア研究所」を令和3年1月1日に設置しました。

「糖鎖分子科学研究センター」は、「糖鎖分子科学部門」と「研究基盤部門」の2部門
（8分野）からなり、糖鎖の化学、イメージングに加え、分析技術や生命科学の高度な
研究基盤を武器とした研究を推進します。

～将来ビジョンに関連する取組～

糖鎖分子科学研究センター 新たな知の拠点設置へ

３５

【概要】



～将来ビジョンに関連する取組～

３６

【メディア掲載】
糖鎖分子科学研究センター 新たな知の拠点設置へ

掲載日 新聞社名 内容

2020/10/16 岐阜
岐阜大に「糖鎖」研究棟 老化、認知症に関わる分子解
析 23年完成 国内外500人と連携
～ iGCORE拠点長 安藤弘宗 教授 ～

2020/10/17 中日
糖鎖 ２万人調査研究へ 名大、岐阜大など 血液解析
老化の仕組み解明期待
～ iGCORE拠点長 安藤弘宗 教授 ～

2020/12/23 中日
糖鎖研究所 共同設置へ 名大と岐大、来月発足 病気
や老化など解明期待 ～ 糖鎖分子科学研究センター ～

2021/4/17 中日
第３の生命暗号 名大・岐阜大の糖鎖研究 上：感染症、
がん解明に新たな視点 細胞の連携助ける「糖鎖」 明
確ルールなくまだまだ謎多い

2021/4/25 中日
第３の生命暗号 名大・岐阜大の糖鎖研究 下：糖鎖の
一大データベース計画 病気早期発見につなぐ 血液で
性質調査 細胞連携解明へ

【テレビ等放送】

放送日等 番組名 内容

2020/10/23
NHK岐阜

18:30～19:00
「まるっと岐阜」

糖鎖研究の内容や取り組みを紹介



本学は、令和3年6月1日（火）、7月7日（水）に「産学連携教授・産学連携准教授の
称号付与」及び「産学連携研究室の認定」の授与式を行いました。

今般、大学が持つシーズに対する企業からのニーズの高まりを受け、企業等からの
大学への共同研究や受託研究の受入が年々増加しています。本学では、今年度から民間
企業等から一定額以上の資金（共同研究・受託研究・受託事業）を受け入れた教員に特
別な称号を付与することなどにより、企業等との連携を一層推進する目的で、本制度を
開始しました。

授与式では、関係者の見守るなか、森脇学長から、次の受賞者に称号記及び認定書が
授与されました。

●産学連携教授 吉田 佳典 工学部 准教授
●産学連携教授 久武 信太郎 工学部 准教授
●産学連携准教授 落合 正樹 応用生物科学部 助教
●産学連携重点研究室 八嶋 厚 工学部 教授
●産学連携重点研究室 吉田 佳典 工学部 准教授

森脇学長は、「本学の新たな制度を活かして、一層の活躍を期待しています。」と激
励の言葉を述べました。本学は、これらの産学連携を推進する制度により、今後も研究
成果の社会還元を行っていきます。

～将来ビジョンに関連する取組～

産学連携教授・産学連携准教授の称号付与及び
産学連携重点研究室の授与式開催

３７

【概要】

森脇学長から認定書を授与される八嶋教授 集合写真
（左から）王副学長、吉田准教授、 八嶋教授、

落合助教、森脇学長

掲載日 新聞社名 内容

2021/6/３ 岐阜
「産学連携教授」 岐阜大が新称号 准教授や講師，研
究の励みに ～ 工学部 吉田佳典准教授，応用生物科
学部 落合正樹 助教，工学部 八嶋厚 教授 ～

2021/6/4 中日
岐阜大、産学連携推進へ「称号」 ～ 工学部 吉田佳
典准教授，応用生物科学部 落合正樹 助教，工学部
八嶋厚 教授 ～

【メディア掲載】



本学応用生物科学部 山根京子准教授が 「第12回辻静雄食文化賞」を受賞しまし
た。辻静雄食文化賞は、公益財団法人辻静雄食文化財団が我が国の食文化の幅広い
領域に注目し、よりよい「食」を目指して目覚しい活躍をし、新しい世界を築き上
げた作品、もしくは個人・団体の活動を表彰するために創設された賞です。

今回の受賞は、山根准教授が昨年度出版した、「わさびの日本史」が評価された
ものです。

令和3年7月5日（月）には学長へ受賞報告を行いました。山根准教授は「今後は
「なぜわさびは辛いのか」など、さらにわさびの起源や進化に関する研究を進めた
い」と目標を述べ、森脇学長は、「興味深い研究成果でした。これからも研究に邁
進してほしい。」と称えました。

～将来ビジョンに関連する取組～

応用生物科学部 山根京子准教授
「第12回辻静雄食文化賞」を受賞

【概要】

３８

受賞の報告をする山根京子准教授（右） 集合写真
（左から）松田典明副学長、杉山誠副学長、

山根京子准教授、森脇久隆学長

【メディア掲載】

掲載日 新聞社名 内容

2020/1/22 朝日
ワサビのルーツ 氷河期に大陸から日本に 岐大研究チー
ム 葉緑体ゲノム解読 ～ 応用生物科学部 山根京子 准教
授，自然科学技術研究科 羽賀夏子さん ～

2021/7/6 岐阜
ワサビ本 第二弾に意欲 辻静雄食文化賞 山根岐阜大
准教授が報告 ～ 応用生物科学部 山根京子 准教授、
森脇久隆学長 ～

2021/7/16 朝日
江戸のワサビ 令和の「お宝」 三鷹で細々栽培 DNA
鑑定で「希少種」 ルーツは岐阜？ ～ 応用生物科学
部 山根京子 准教授 ～



将来ビジョン
「国際化」

～将来ビジョンに関連する取組～

国際化
地域に根ざした国際化と
成果の地域還元

３９

グローバル人材養成プログラムの整備充実
（南アジア・ASEANを中心とした地域における海外
オフィス・共同実験室の展開）

日本人学生と留学生の混在型教育の充実
海外協定大学とのJoint Degreeプログラム開始
多文化共生型による国際教養コースの設置
教員海外研修、事務職員海外実務研修の強化
留学生の就学・就職支援（インターンシップ）強化（東海コ
ンソーシアム化）

留学生ネットワークの整備
諸団体、他大学とのグローカル事業共同展開



令和元年10月24日（木）にギターナス・ナウセーダ リトアニア共和国大統領
が特別に来学され、特別記念講演及び名誉博士号授与式を開催しました。

大統領は「即位礼正殿の儀」への出席のため来日され、24日（木）にはリトア
ニア共和国と交友関係の深い岐阜県に来岐されたことから、本学にて特別記念講
演が実施されました。

大統領は学生・教職員約400人を前に、“Lithuania and Japan : The way 
forward”をテーマにして、リトアニアと日本の交流の歴史、文化、経済、今後の
関係について講演されました。講演の最後には大統領から「今後もさらなる交流
を深めていき、一度築いた関係が決して途絶えることがないように祈っていま
す」と述べられました。

また、本学は様々な事業を通してリトアニア共和国との交流を活発に進めてお
り、その中で大統領自ら講義されたことは本学の教育研究及び国際交流の推進に
大きく寄与し、今後、本学とリトアニア共和国との関係強化を期待して、大統領
に名誉博士号を授与しました。

今後、本学は現在学術交流協定を交わしているリトアニア共和国のカウナス工
科大学、ヴィータウタス・マグヌス大学とのさらなる連携を推進し、岐阜県と協
力してリトアニア共和国との交流を一層深めます。

～将来ビジョンに関連する取組～

名誉博士号授与の様子

リトアニア共和国大統領来日特別記念講演及び
名誉博士号授与式を開催

４０

会場の様子

【概要】



【メディア掲載】

リトアニア共和国大統領来日特別記念講演及び
名誉博士号授与式を開催

～将来ビジョンに関連する取組～

４１

掲載日 新聞社名 内容

2019/10/25 岐阜
千畝氏が縁、一層交流 リトアニア大統領来岐 岐阜大で
会見 文化や観光など多面的に

2019/10/25 中日
千畝は「両国の重要な絆」 岐阜大 リトアニア大統領が
記念講演

2019/10/25 朝日 リトアニア大統領 杉原千畝記念館視察

2019/10/25 読売
リトアニア大統領 両国の友好発展願う 現職国家元首初
来県のビザ」原本閲覧

2019/10/25 毎日
リトアニア大統領 平和プレート除幕 「杉原の貢献 忘れ
ず」



～将来ビジョンに関連する取組～

地元企業から事業説明を聞く外国人留学生

本学グローカル推進機構は、令和元年11月27日（水）に留学生就職促進プログラ
ムの一環として「地元企業との交流会」を岐阜信用金庫、朝日大学と共同開催しま
した。

本交流会は、日本での就職を希望している外国人留学生を対象に岐阜県内の企業
を広く知ってもらうことを目的に、平成24年度から毎年度１回実施しており、今回
で8回目の開催となります。生協第2食堂を会場とし、自動車部品、食品製造などグ
ローバル展開をする地元企業12社とテストマーケティング（試食会）に参加した菓
子メーカー3社がブースを出展し、60名の外国人留学生が参加しました。

今年度の新たな試みとして、本交流会で構築した外国人留学生と企業の繋がりを
進展させるために外国人留学生及び企業向けインターンシップ相談窓口を設置しま
した。

参加した外国人留学生からは「大変良い経験となったので今後もこのような交流
会に参加したいです」「就職活動にとても役立つイベントだと思いました」などの
感想がありました。

外国人留学生、企業ともに次の展開への期待が高まる交流会となりました。

「地元企業との交流会」を開催

【概要】

４２

テストマーケティングの様子

【メディア掲載】

掲載日 新聞社名 内容

2019/11/29 岐阜
外国人材マッチング 岐阜大など企業交流会 留学生60 
人参加

2019/11/29
中部
経済

留学生との交流会で地元企業が事業説明 岐阜信金が開
催



～将来ビジョンに関連する取組～

令和2年12月8日（火）～9日（水），オンライン（Zoom）にて，岐阜ジョイン
ト・ディグリーシンポジウム2020を開催しました。昨年度に続き２回目となる本シ
ンポジウムは，メインシンポジウムを東海国立大学機構（以下，東海機構）が，学
術セッション及び産官学金連携セッションを岐阜大学グローカル推進機構が主催し
ました。

「ポストコロナ時代のジョイント・ディグリー～教育研究の国際化と地方創生
～」をテーマとしたメインシンポジウムでは，伯井美徳文部科学省高等教育局長に
よるポストコロナ時代の国際教育交流の現状と課題，それらを踏まえた施策，具体
的事例等についての基調講演の他，本学が実施している４つのジョイント・ディグ
リープログラム（以下、JDPという）の現状と展望や，名古屋大学が実施するJDP
について講演が行われました。

講演の後，植松美彦グローカル推進機構長を座長としてディスカッションが行わ
れ，その中でJDP設置大学等による協議会の設立の提案がなされ，佐藤邦明文部科
学省高等教育局主任大学改革官からも全面的に協力したい旨の発言がありました。

閉会にあたり森脇久隆東海機構大学総括理事・副機構長から，協議会を立ち上げ
たうえで，文部科学省の支援を得ながら，JDPを日本に広げていくことで，先端的
な国際交流の一端を担っていきたい旨の挨拶がありました。

学術セッションでは，小山博之グローカル推進機構副機構長を座長に「持続可能
な地域開発のためのグローカル化推進」をテーマとして地域がそれぞれ持つ構想，
地域開発計画や地域産業による環境に配慮したスマートテクノロジーの事例などの
共有や意見交換が行われました。

産官学金連携セッションでは，「国際連携ジョイント・ディグリーを基軸とする
地方創生」をテーマとして学術セッションで紹介された研究に関連した産官学金に
よる諸活動の紹介及び情報共有が国内の産業界，行政，大学，金融関係者の間で行
われました。

今回のシンポジウムは，メインシンポジウムが166名，学術セッションが81名，
産官学金連携セッションが78名，のべ325名の参加者があり，大変有意義なシンポ
ジウムとなりました。

岐阜ジョイント・ディグリー・シンポジウム2020を開催

【概要】

４３

メインシンポジウムの参加者



～将来ビジョンに関連する取組～

オンライン配信の様子

令和３年５月31日(月)、本学にて、杉原千畝記念館 國枝大索館長をお招きし、
特別講演会「杉原千畝に学ぶ」を開催しました。 本講演会は、岐阜大学全学共通
教育科目「異文化論（リトアニア学）」に関連して開催されたもので、学生が本科
目を対面で受講している様子をZoom Webinarによりリアルタイムで配信しました。

講演会は、植松美彦岐阜大学グローカル推進機構長による挨拶及び毛利哲也工
学部准教授によるリトアニア学の講義についての概要説明の後、國枝館長による講
演があり、岐阜県八百津町出身で、在リトアニア・カウナス領事代理を務めた杉原
千畝氏について、氏の領事代理在任時のユダヤ人を救うための行動を、当時の世界
情勢と絡め詳細にご説明いただきました。

講演会には、受講生40名、オンライン参加者49名の計89名が参加し、熱心に講
演を聞き入りました。受講学生からは、当時のリトアニアの政治的分断を初めて
知った、杉原氏の勇気と行動力にあふれた人道支援に改めて感銘を受けた、といっ
た感想が聞かれました。

本学は今後もリトアニアについて学ぶ機会を設け、同国への理解を深めていき
ます。

杉原千畝記念館 館長特別講演会
「在カウナス領事代理 杉原千畝に学ぶ」を開催

【概要】

４４

講演会場の様子

【メディア掲載】

掲載日 新聞社名 内容

2021/6/1 岐阜
命のビザ 広がり知って 「千畝氏以外の領事も尽力」
岐阜大で記念館館長が講演
～ 工学部１年 祖父江祐太さん ～

2021/6/1 中日
「命のビザ」千畝の緊急措置 当時の世界情勢踏まえ語
る 岐阜大で記念館・国枝館長
～ 工学部１年 祖父江祐太さん ～



～将来ビジョンに関連する取組～

ガイダンスの様子

本学グローカル推進機構は、令和3年６月23日（水）から、サマースクール
（受入）をオンラインで開講しました。ノーザンケンタッキー大学（アメリカ）、
マレーシア国民大学（マレーシア）から合計５名の学生が参加し、これから７月
７日（水）までの２週間、オンラインで日本語学習に励みます。

サマースクール（受入）は、本学の学術交流協定大学の学生を対象に毎年開講
している留学生短期受入プログラムです。昨年度はCOVID-19の影響で中止とな
りましたが、今年度は通算33回目にして初めてのオンライン開催となります。サ
マースクール参加学生らは、日本語学習に加え、本学のボランティア学生と文化
体験企画等で交流する中で、実際の日本語コミュニケーションにもチャレンジし
ます。また、郡上八幡国際友好協会の協力のもと、郡上市立相生小学校の児童と
の交流や、郡上市の伝統的な街並みや郡上踊り、工芸品等を映像で紹介する伝統
文化体験の時間も設けられています。

６月23日（水）は、開講式とガイダンス、4学部から参加したアシスタント学
生による大学紹介を行いました。サマースクール参加学生らは、初日ならではの
緊張感はあるものの、本学学生と交流する中で少しずつ表情が柔らかくなり、英
語等を交えつつ積極的に日本語での会話に励みました。2週間という例年より短
い期間の実施にはなりますが、実際の距離は遠く離れていても、オンラインでの
交流を重ねる中で学生達の心の距離がより縮まることを期待しています。

2021サマースクール（受入）をオンラインで開講

【概要】

４５

開講式での記念撮影



～将来ビジョンに関連する取組～

2021年7月16日（金）、岐阜大学・インド工科大学グワハティ校国際連携食品
科学技術専攻（修士課程）のインド工科大学グワハティ校を主大学として入学し
た第1期生が国際共同学位を取得しました。

本専攻は、本学において2019年度にインド工科大学グワハティ校（IITG）及
びマレーシア国民大学と共同で開設した4つの国際連携専攻(ジョイント・ディグ
リープログラム)の１つです。

学位伝達式はオンラインで執り行われ、本専攻１期生となるIITG入学の4名の
修了生に学位記が授与されました。本学からは森脇久隆学長が祝辞のビデオメッ
セージを寄せられ、修了生たちが学位取得までに積み重ねてきた努力への賞賛と
ともに、将来の日印産業振興における修了生への期待を述べられました。

また、本卒業式の様子は現地新聞やオンラインニュースに多数取り上げられ、
インドにおける本専攻の注目度の高さが窺えます。

ジョイント・ディグリープログラム
国際連携食品科学技術専攻（修士課程）の

第1期生（インド工科大学グワハティ校入学）が修了

【概要】

４６

修了生4名の氏名が掲載されたスクリーン 森脇学長の祝辞



将来ビジョン
「社会貢献」

～将来ビジョンに関連する取組～

社会貢献
地域社会の
活性化に貢献

４７

岐阜県との連携による教育研究の推進と地域貢献（防災・減災
センター事業の推進、岐阜県中央家畜保健衛生所・食品科学研究
所のキャンパス内移転、ぎふ地域学校協働活動センターの設置、
航空宇宙生産技術開発センターの立上げ）

COC事業とCOC+事業の推進（地域志向人材の育成・認証）
産官学連携事業による地域産業界への貢献を推進（東海（中
部）コンソーシアム化、産学金官プロジェクト）

ダイバーシティ戦略の県内展開



本学が所有する貴重な学術、歴史資料を紹
介する企画展「岐阜大学コレクションー『岐
阜県』を知るためにー展」が令和元年12月14
日（土）から令和2年3月1日（日）まで、美
濃加茂市蜂屋町の美濃加茂市民ミュージアム
で開催されました。

この企画展では、本学が創立70周年を機に
整備し、各学部が集めた資料を収蔵、展示す
る「アーカイブ・コア」の収蔵品、本学教育
学部附属郷土博物館所蔵品を紹介し、古文書
や植物標本、出土品など262点を展示しまし
た。

～将来ビジョンに関連する取組～

【概要】

企画展「岐阜大学コレクション展」を開催

４８

【メディア掲載】

掲載日 新聞社名 内容

2019/12/14 岐阜
古文書や植物標本 岐阜大資料を展示 美濃加茂できょう
から ～ 「岐阜大学コレクション－『岐阜県』を知る
ために－展」～

2020/2/19 毎日
岐阜大所蔵の資料 県史ひもとく260 点 美濃加茂で企画
展



～将来ビジョンに関連する取組～

本学と瑞穂市は、令和元年12月24日（火）にまちづくり及びコミュニティの活性
化や人材育成、産業の振興及び地域情報化等、6項目の包括的な協定を締結しました。

協定締結式では、森脇学長から「瑞穂市は都市圏にあり、まちづくりが成功して
おり、その三つの強みとして、岐阜県下において人口が伸び続けており、一次・二
次・三次産業がバランスよく配属されており経済力が強く、市内に朝日大学があり
教育力も強いまち、と認識している。これからは包括連携協定の下で、大学側が勉
強させていただくことが多いと思われ、これまでの個別の協力を束ねることによっ
て、大学にとっても瑞穂市にとってもより良い方向に持っていきたい。」と、森瑞
穂市長からは「これから10年ぐらいは人口が伸びていくと予測されているが、その
後減少するため、人口が増えている間に、しっかりとした都市としての基盤づくり
や、地域の絆を深めるために、今回の協定の中で大学の協力を得て、まちづくりや
人材育成を進めていきたい」と挨拶がありました。

岐阜県内公共団体との連携協定締結状況

【概要】

４９

左：森瑞穂市長、右：森脇学長
（26件目の包括連携協定）

左：都竹飛騨市長、右：森脇学長
（27件目の包括連携協定）

本学と飛騨市は、令和2年2月28日（金）に人口減少時代のまちづくりに関するこ
と、地域との交流推進に関すること等、8項目の連携に関する協定を締結しました。

協定締結式では、森脇学長から「飛騨市は非常にバラエティに富んだ地域であり、
本学学生が地域に溶け込む形でデザイン的思考を働かせつつ、地域貢献したい」と、
都竹飛騨市長からは「飛騨市は人口減少先進地であり、様々な重要な問題を抱えて
いる地域である。課題を解決するためには、岐阜大学との連携が必要不可欠である。
今回は非常に楽しみな協定締結である」と挨拶がありました。



～将来ビジョンに関連する取組～

岐阜県内公共団体との連携協定締結状況

【概要】

５０

左：森脇学長、右：水野瑞浪市長
（28件目の包括連携協定）

本学と瑞浪市は、令和2年3月10日（火）に地域の活性化及びまちづくりに関する
こと、防災及び環境施策の推進に関すること等、８項目の連携に関する協定を締結
しました。

協定締結式では、森脇学長から「本学は地域活性化の中核拠点であることをミッ
ションとしており、4月の名古屋大学との法人統合後も、この部分については不変
である。地域活性化の中核人材を育てるために、域学協働という動き方ができるこ
とを大変感謝している。」と、水野瑞浪市長からは「岐阜大学の学生に瑞浪市を
キャンパスとしてさまざまな課題に取り組んでいただき、日本をリードする人材に
成長していただきたい。その中から瑞浪市で活躍する人材も期待したい。」と挨拶
がありました。

掲載日 新聞社名 内容

2019/12/25 岐阜
地域リーダーを育成 瑞穂市と岐阜大が連携協定
～ 森脇久隆 学長 ～

2019/12/27 中日
瑞穂市と岐阜大が人材育成など協定 市役所で締結式
～ 森脇久隆 学長 ～

2020/2/29 岐阜
人口減解決策を探る 岐阜大と飛騨市が連携協定
～ 森脇久隆 学長 ～

2020/2/29 中日
人材育成など包括連携協定 岐阜大と飛騨市
～ 森脇久隆 学長 ～

2020/3/3
日本
経済

「過疎学」研究で包括連携協定 岐阜大と飛騨市

2020/3/26 読売 瑞浪市 岐大と協定

【メディア掲載】



～将来ビジョンに関連する取組～

岐阜県気候変動適応センター設置に関する協定を締結

【概要】

令和2年1月17日（金）、本学は岐阜県と岐阜県気候変動適応センター設置に関
する協定を締結しました。

岐阜県気候変動適応センターは令和2年4月に本学構内に設置され、本学から気
象、水環境、森林、農業を研究する研究者十数名が参加し、岐阜県内における気
候変動影響及び気候変動適応に関する情報を収集・整理・分析し、県内の産業、
自然環境などに生じる様々な影響を予測し、ニーズに応えた適応策を研究します。

そのほか、リスクマネジメントに取り組む人材育成や研究成果を情報発信し、
普及啓発を推進します。平成30年度に気候変動適応法が施行され、全国で気候変
動に対する取り組みが求められている中、大学と自治体が共同で設置することは
全国初の取り組みになります。

協定締結式では、森脇学長から「県行政機関と大学がここまで密に連携したセ
ンターは日本初である。また、4月から東海国立大学機構岐阜大学がスタートす
るが、本学の地域貢献を進める体制に変わりはない。今後も県と協力していく」、
古田岐阜県知事から「県と大学での相乗効果で良い結果を生みたい」と挨拶があ
りました。

今後、本学は岐阜県と協力して、気候変動適応に向けた取り組みを進めていき
ます。

５１

左：古田岐阜県知事、右：森脇学長



【メディア掲載】

～将来ビジョンに関連する取組～
岐阜県気候変動適応センター設置に関する協定を締結

５２

掲載日 新聞社名 内容

2020/1/18 岐阜
県と岐阜大，気候変動の情報収集 センター設置で協定
～ 森脇久隆 学長 ～

2020/1/18 中日
県と岐阜大 気候変更適応研究で協定 全国初 今春拠点を
設置 ～ 森脇久隆 学長 ～

2020/1/20 朝日
気候変動に対応，県と岐大連携 ４月に「適応センー」
開設 ～ 森脇久隆 学長 ～

2020/1/23 読売
気候変動 官学で対応 県と岐阜大，センター設置 農林水
産業や災害研究



～将来ビジョンに関連する取組～

2020ふるさとづくり事例集に
岐阜大学地域協学センターが掲載されました

【概要】

５３

令和2年8月5日にふるさと活性化支援チームによ
り内閣総理大臣に手交された、全国各地の地域活性
化策を紹介する「2020ふるさとづくり事例集～こ
ころをよせる そこにかかわる～」に、教育的かか
わりとして、「『地域活性化の中核拠点』として地
方創生に貢献 東海国立大学機構岐阜大学地域協学
センター」が掲載されました。

ふるさとづくり事例集は、全国のふるさとづくり
の101の優良事例がとりまとめられたものであり、
単に事例を紹介するだけでなく、現在に至るまでの
紆余曲折のプロセスを含めて取り組みの成果を掲載
するとともに、団体のQRコードやｗｅｂサイト、
視察の可否等も掲載されており、ふるさとづくりに
取り組まれる方への課題解決のヒントにつながるも
ので、本事例集に大学で取り上げられているのは、
岐阜大学と香川大学のみです。

【メディア掲載】

掲載日 新聞社名 内容

2020/9/25 中日
地元志向の人材育成に評価 政府のふるさとづくり事例
集掲載 ～ 森脇久隆 学長、地域協学センター 益川
浩一 センター長 ～

報告の様子 森脇学長との記念撮影



国内初となる航空宇宙生産技術に関する科学的・体系的な教育・研究開発を行う拠
点として、岐阜大学に設置されました。産学金官が連携し、将来の航空宇宙産業界に
必要とされる人材の育成、研究開発を行います。 2020年より、東海国立大学機構 航
空宇宙航空宇宙研究教育拠点 の組織として、名古屋大学とともに活動しています。

航空宇宙産業の集積度が高い中部圏は、内閣府により国際戦略総合特区として指定
され、今後も成長が期待されています。労働集約型工場が多い航空宇宙産業では、抜
本的な生産性向上が求められていますが、そのために必要とされる生産技術は、関係
する学問や技術分野が極めて広く、網羅的に教育・研究を行う機関が求められていま
した。

当センターでは、岐阜大学が持つ航空宇宙生産技術と、名古屋大学が持つ航空宇宙
設計技術の互いの強みを生かし、必要とされている教育・研究、地域企業との連携を
行うことで、魅力ある大学づくりと地域産業のさらなる発展を支えます。

令和3年4月19日（月）には、航空宇宙生産技術開発センター開所記念式典を執り行
い、古田肇岐阜県知事、松尾清一東海国立大学機構長、森脇久隆岐阜大学長、その他
岐阜県や企業の関係者等およそ45名が開所記念式典に出席し、本センターの本格運用
開始を祝福しました。

式典では、関係者による挨拶の後、テープカットで開所を祝い、グループに分かれ
て施設内を見学する内覧会が行われました。また、式典終了後には、「空飛ぶクル
マ」と題して、株式会社スカイドライブの最高技術責任者 岸信夫氏による講演が行わ
れ、オンライン配信も含めおよそ400名の関係者や学生が聴講しました。

～将来ビジョンに関連する取組～

航空宇宙生産技術開発センター開所

５４

【概要】

テープカット 内覧会



～将来ビジョンに関連する取組～

５５

【メディア掲載】

航空宇宙生産技術開発センター開所

掲載日 新聞社名 内容

2021/4/5 毎日
生産性向上 地方創生へ
～ 航空宇宙生産技術開発センター長 小牧博一さん ～

2021/4/20 岐阜
航空宇宙産業の国際競争力向上、人材育成 生産技術開
発センター開所 産学金官連携、岐阜大内に

2021/4/20 中日
航空宇宙研究拠点 岐阜大構内に開所 生産技術開発セ
ンター

2021/4/20 読売
航空宇宙産業の新拠点 岐阜大敷地に 技術開発や人材
育成

2021/4/20 毎日
航空宇宙開発の拠点に 岐阜大で生産技術センター本格
稼働 工作ロボや運搬技術など開発

2021/4/20
日本
経済

航空機部品の生産 効率化 岐阜大・名大が新研究拠点
AI管理や人材育成

2021/4/20
中部
経済

岐阜大の宇宙産業拠点が本格稼働

2021/4/21 朝日
航空宇宙研究拠点 岐大の構内に開設
～ 航空宇宙生産技術開発センター ～



～将来ビジョンに関連する取組～

岐阜大に最高評価
文部科学省「拠点大学による地方創生推進事業」

【概要】

５６

本学は、地域活性化の拠点となる大学の形成を目的としたCOC事業、及び、それ
を引き継いだ、複数大学等で協働して地域が求める人材を養成し、その人材を地域
に定着させるような大学の取組みを支援するCOC+事業において、3度の評価全てで
最高の「S」評価を獲得しました。3度の評価において全て「S」を獲得したのは、
全国で本学のみとなります。

地域に根ざした国立大学として地域の課題解決に取り組み、地域の活性化に貢献
することを目的として設立されたのが地域協学センターであり、28の自治体と包括
連携協定を結ぶなど、地域や地域産業界とも連携して様々な取組みを進めています。

取組みの核となる「次世代地域リーダー育成プログラム」は、「地域を知り」
「地域の課題を見つけ」「地域の課題解決に向けて行動する」能力を備えたグロー
カルな人材を育成することを目的としており、全学部生に向けて本プログラムの受
講を推進しています。なお、本プログラムは、地域リーダーコース・産業リーダー
コース・教育リーダーコースの3つのコースで構成されており、他大学や自治体、企
業等と協働して取組みを進めていることも大きな特徴の1つとなっています。

また、「ぎふフューチャーセンター」と呼ばれる、学生を含めた多様な人々が地
域の課題解決に向けた対話を行う場の創出や、複数の学問の協働によって地域の課
題解決を図る「地域志向学」の推進などにも力を入れています。

今後は岐阜県を含めた東海地域に範囲を広げながら、地域創生SDGsの推進拠点と
して、「次世代地域リーダー育成プログラム」内に新たに環境リーダーコースを設
置する等、今までに取り組んできたことを更に発展させながら、東海地域全体の
様々なニーズに応えるプラットフォームとして邁進していきます。

説明する森脇学長 説明する益川地域協学センター長



～将来ビジョンに関連する取組～

５７

【メディア掲載】

岐阜大に最高評価 文部科学省「拠点大学による地方創生推進事業」

掲載日 新聞社名 内容

2021/4/2 岐阜
地方創生推進カリキュラム 岐阜大「最高評価」 文科
省事業 ～ 地域協学センター 益川浩一センター長 ～

2021/4/6 中日

岐阜大に最高評価 文科省の「拠点大学による地方創生
推進事業」 森脇学長「人材定着に貢献」
～ 森脇久隆 学長，地域協学センター 益川浩一セン
ター長 ～



５８



将来ビジョン
「大学病院」

～将来ビジョンに関連する取組～

大学病院

高度医療拠点としての機能
強化と地域医療への貢献

５９

地域連携の基盤に立った拠点機能の強化（バースセンターの県
内配置、手術棟の建設、重粒子線治療施設の導入）

臨床研修体制の強化と自治体等との連携による地域医療人材の
育成

臨床研究と創薬・新医療技術開発の推進
医療情報（電子カルテ）システムの統合



～将来ビジョンに関連する取組～

ドクターヘリ

本学と学校法人ヒラタ学園は、災害発生時の物資搬送や緊急対応で照明設備
のないヘリポートでも夜間着陸が可能となるヘリ専用移動型照明設備（地面設置用）
を開発しました。

工事を伴う常設型より大幅に低価格で、持ち運びや設置方法でもこれまで夜間照明
の既製品が普及してこなかった多くの課題を解消しています。

この新開発の製品を普及させることにより、全国にあるヘリコプター離着陸場の
90％以上で夜間の離着陸ができない状況を少しでも改善していけることを目指してい
ます。

令和2年2月18日（火）に、兵庫県神戸市の学校法人ヒラタ学園神戸エアセンター
にて記者発表会を行いました。

夜間でも着陸可能！移動型照明を開発

【概要】

６０

【メディア掲載】

掲載日 新聞社名 内容

2020/2/19 岐阜 簡易照明でヘリ離着陸 岐阜大などが開発 夜間や緊急時、

2020/2/19 中日 ヘリ離着陸 どこでも照らす 岐阜大など開発

2020/2/25 毎日
岐阜大、ヒラタ学園など ヘリ簡易照明セット開発 格安、
軽量 設置の手軽さ売り



～将来ビジョンに関連する取組～

岐阜県は、中山間地域の面積が非常に大きく、その環境下での救急医療において、限
られた医療資源を効率よく活かすことが課題となっていました。それを克服するため、
岐阜県ドクターヘリの運航が開始し、令和3年2月9日をもって運航開始から10年が経過
しました。

2017年に高次救命治療センター内にドクターヘリ部門を設置し、各機関との対応窓口
を明確化するとともに、ドクターヘリについて県内への周知を再度徹底しました。その
結果、運航開始からこれまでに延べ4,252件（2020年12月時点）の実績をあげています。

広大な県土が運航範囲となっているがゆえに、岐阜県ドクターヘリの運航開始後も
様々な課題が生じました。しかし、県北部に給油拠点を整備することにより、残燃料に
よる搬送先制限等の問題が解決されました。さらにドクターヘリによる対応が困難な場
合の「施設間（転院）搬送」において、消防防災ヘリコプターを使用し、搬送を受ける
病院の医療スタッフが搭乗して対応する補完運用を開始するなど、様々な解決策を講じ
ています。

このように各機関が一体となり、これまでの10年間で当たり前のインフラとして岐阜
県にドクターヘリ（航空医療）を整備することが出来ました。これからの10年間は高次
救命治療センターの救急活動理念の1つである「Right patient to the right hospital in 
the right time（適切な患者を適切な病院に適切なタイミングで）」を具現化することが
目標となります。

これからも岐阜県ドクターヘリは、岐阜県に住むすべての人・岐阜県を訪れるすべて
の人のために、日々活動をブラッシュアップし、日本一を目指して質の高い活動を続け
ていきます。

ドクターヘリ運用開始10年

【概要】

６１

【メディア掲載】

掲載日 新聞社名 内容

2020/9/23 朝日
ドクターヘリ 試行錯誤10年目 「迷ったら呼んで」
～ 高次救命治療センター 小倉真治 センター長 ～

2021/2/6 岐阜
質高い活動続ける 県ドクターヘリ 運用10年で会見
～ 高次救命治療センター 小倉真治センター長、ドク
ターヘリドクターカー部門 山田法顕部門長 ～

2021/2/６ 朝日

ドクターヘリ 救命加速 転院搬送、防災ヘリも協力
県導入９日で10年 ～ 高次救命治療センター 小倉真
治センター長、ドクターヘリドクターカー部門 山田法
顕部門長 ～

2021/2/11 中日

県ドクターヘリ 運航10年 岐阜大病院幹部「より適正
な運用に努めたい」 ～ 高次救命治療センター 小倉
真治センター長、ドクターヘリドクターカー部門 山田
法顕部門長 ～



～将来ビジョンに関連する取組～

本学高等研究院と医学部附属病院が協働してゲノム研究棟内に設置した高等研
究院遺伝子検査室が、2021年3月1日付けで登録衛生検査所に認可されました。

本学は、長年にわたり指定難病である副腎白質ジストロフィーとペルオキシ
ソーム病の国内診断拠点として機能してきましたが、研究成果の社会実装を目的
に2019年7月に医学部附属病院検査部に難病検査部門を新設するとともに、ゲノ
ム研究棟内に難病検査室を設置し、さらに今回の高等研究院遺伝子検査室の登録
衛生検査所認可により、全国の医療機関に難病診断を保険診療にて安定して提供
することが可能になりました。

岐阜県では、2021年4月より一般社団法人東海マススクリーニング推進協会主
導の下、岐阜県公衆衛生検査センターと県内産婦人科・新生児医療機関、本学医
学部附属病院小児科の協力により、県内の出生児を対象に副腎白質ジストロ
フィーを含めた7つの疾患を追加した、新たな新生児スクリーニング検査が開始
されています。また愛知県でも、追加スクリーニング検査に副腎白質ジストロ
フィーが新たに加わり、両県で全国に先駆けて副腎白質ジストロフィーの新生児
スクリーニング検査が実施され、陽性と判定された新生児は名古屋大学医学部附
属病院と本学医学部附属病院の小児科を受診し、精密検査は全て本学で行われる
ことになります。

吉田医学部附属病院長、王副学長（研究・産学連携・情報担当）は、「全国難
病患者の診断実績を積み重ねて、社会貢献から大学のプレゼンス向上に寄与する
ことを期待しています。」と激励しました。

引き続き、全国の対象難病患者の早期診断から疾患克服に取り組むとともに、
学内における新たな診断法開発等の研究成果の臨床実装にも協力していきます。

岐阜大学高等研究院遺伝子検査室が
登録衛生検査所に認可

【概要】

６２

集合写真
（左から）吉田医学部附属病院長、高島ゲノム研究分野助教、

下澤ゲノム研究分野長、渡邉検査部副部長、
王副学長（研究・産学連携・情報担当）、
田中科学研究基盤センター長



～将来ビジョンに関連する取組～

６３

【メディア掲載】

岐阜大学高等研究院遺伝子検査室が登録衛生検査所に認可

掲載日 新聞社名 内容

2021/5/18 岐阜

新生児の希少疾患追加検査 県内の受検率44% 動画
で啓発、順調な滑り出し
～「東海マススクリーニング推進協会」理事長・下澤伸
行教授 ～



～将来ビジョンに関連する取組～

オンライン実習「岐阜大学病院バーチャル見学」を開催

【概要】

６４

医学部医学科では、1年生前期に必須科目である「初期体験実習」が実施され、
地域の医療・教育・保健・福祉等の施設で毎年実習を行っています。

令和3年６月17日（木）、オンラインシステムを使用して、講義室と岐阜大学
病院内（救急領域）をリアルタイムで中継し、施設内の様子を見学したり、ジン
バルを利用したスマートフォン等で動きのある中継を試みました。そして、医療
スタッフとコミュニケーションをとる実習を行いました。

【メディア掲載】

掲載日 新聞社名 内容

2021/6/18 岐阜
岐阜大、中継で救命実習 医療の道，学びは止めない
～ 医学部医学科１年生、医学部附属病院高次救命治療
センター 熊田恵介医師 ～

2021/6/18 中日
救命現場 画面越し見学 岐阜大医学部生 将来へ意識
高める ～ 医学部医学科１年生、医学部附属病院高次
救命治療センター 熊田恵介医師 ～

【テレビ等放送】

放送日等 番組名 内容

2020/7/7
CCN

地上デジタル12ch
「エリアトピックス」

オンライン実習「岐阜大学病院バーチャル
見学」の様子を紹介



学生活動等

～学生活動等～

６５



～学生活動等～

令和元年9月7日（土）、14日（土）、15日（日）にデンソー名古屋オフィスで行
われた「愛知県大学対抗ハッカソン"Hack Aichi"（愛知県主催）」に出場した本学
学生チームが最優秀賞の愛知県知事賞を受賞しました。

ハッカソンとは、ソフトウェアのエンジニアリングを指す「ハック」と「マラソ
ン」を組み合わせた造語で、ＩＴを活用して新たなサービスや製品等の開発を競い
合うイベントです。本イベントは、全国の大学の学生を対象とし、今回が初開催と
なります。

本学学生チームはハッカソンにおいて、台風などで鉄塔が倒壊する前に鉄塔の劣
化を検知する方法について提案し、検知のための機器を実際に作成しました。これ
は鉄塔だけでなく、他の建造物等にも応用できるものです。

令和元年10月2日（水）には、今回の成果について、学生チーム及び指導教員に
よる森脇学長への報告会が行われました。

グランプリに出場した学生は「普段の研究とは違い、ものづくりだけでなくマー
ケティングなども考えないといけないことが難しかった。チームとして成し遂げら
れたことが大きい」と報告し、森脇学長は「今回学んだことやチャレンジすること
を後輩たちに教えていってほしい」と称えました。

受賞報告の様子

「愛知県大学対抗ハッカソン"Hack Aichi"」で最優秀賞

【概要】

６６

集合写真

【メディア掲載】

掲載日 新聞社名 内容

2019/10/3 岐阜
岐阜大チーム愛知県知事賞 大学対抗ハッカソン IT 関連
サービスや製品考案 ～ 工学部機械工学科４年 笹竹佑太
さん、北野郁弥さん、津田裕貴さん、前野大輝さん ～



本学大学院自然科学技術研究科2年の姜昭娟（カン・ソヨン）さん（韓国出身）
が、令和元年12月16日（月）に、日本と韓国の食事のマナーの違いやハングル語の
ルールなどについて、岐阜北署で講演をしました。

この講演は、平成31年4月の改正入管難民法の思考を受け、外国にルーツを持つ
人への理解を深めることを目的とし、今後、外国人移住者の増加が見込まれること
から、本年度から各国の留学生を招いて開催しています。

～学生活動等～

【概要】

本学留学生が講演：警察官が韓国文化学ぶ

６７

【メディア掲載】

掲載日 新聞社名 内容

2019/12/17 岐阜
警察官が韓国文化学ぶ 岐阜大留学生招き講座 岐阜北署
～ 自然科学技術研究科２年 姜昭娟さん ～

2019/12/17 中日
外国人への対応 文化理解し強化 岐阜北署で留学生講演
～ 自然科学技術研究科２年 姜昭娟さん ～



令和2年6月23日午前2時25分頃、岐阜県柳戸にある岐阜大学の構内馬術部厩舎（鉄
骨2階建て）で火災が発生し、 延べ250㎡が全焼し、およそ1時間半後に消火しました
が、この火災で厩舎にいた馬四頭が死亡しました。

厩舎の建て直しには莫大なお金がかかります。数か月間、大学との話し合いをすす
め、多くの皆様からいただいた支援金と火災の保険金を合わせると、大きさや設備が
最低限の厩舎は建設できるだろう、というところまでくることができました。

しかし、今ある金額で建設できる厩舎は、馬にとっても、人にとっても使いづらい
ものになってしまうことが予想されるため、クラウドファンディングなども活用して、
馬も人も過ごしやすい新厩舎の建設を進めております。

～学生活動等～

【概要】

馬術部厩舎火災からの再建

６８

【メディア掲載】

掲載日 新聞社名 内容

2020/11/17 中日
岐阜大厩舎 全焼から５ヶ月 馬術部 悲劇乗り越えて
愛馬への思い胸に「再建」 ～ 馬術部主将 ３年 岩本華
さん ～

2021/1/12 岐阜
岐阜大馬術部厩舎全焼から半年 失った愛馬に再建誓う
～馬術部主将 3年 岩本華さん ～

2021/4/14 岐阜
岐阜大の厩舎再建と野鳥研究 JAぎふ200万円寄付 ～
岐阜大馬術部、応用生物科学部野生動物資源学研究室～

2021/4/14 中日
消失厩舎再建へ100万円 JAぎふ 岐阜大馬術部に助成
金 ～ 馬術部主将 水野智絵さん ～

2021/4/18 毎日
大学スポーツ365日：厩舎全焼「相棒」を失った岐阜大
馬術部 馬と過ごす「幸せ」知る ～ 馬術部４年 岩本
華さん ～

JAぎふ 助成金目録贈呈式の様子 JAぎふ 助成金目録贈呈式集合写真



～学生活動等～

令和3年1月29日（金）にビジネスプランを競い合う「キャンパスベンチャーグラ
ンプリ全国大会」がオンラインで開催され、本学大学院自然科学研究科物質・もの
づくり工学専攻1年の長曽我部竣也さんらのグループ（メンバー：工学部化学・生
命工学科4年 澤田里奈さん、愛知工業大学大学院 吉川大貴さん）が文部科学大
臣賞・テクノロジー大賞を、医学部看護学科3年 野村奈々子さんが審査委員会特
別賞を受賞しました。

大会では長曽我部さんは感染症（虫除け）対策に有効な衣類を開発・製品化する
ビジネスプランを、野村さんは看護学生に向けたキャリア支援プログラムを発表し
ました。

3月1日（月）には、学長へ成果報告を行いました。長曽我部さんは、「今後は法
人化し、開発に関する問題を解決して商品化まで持って行きたい」と、野村さんは、
「ネットで検索して辿り着いた人だけに見てもらうのではなく、新たな情報の届け
方として、フリーペーパーを作成し、全国の看護学校に配布していきたい。」と今
後の目標を述べ、森脇学長は、「モノだけでなく、コトのビジネスプランも立ち上
がってきて、その両方が受賞するというのは大学として名誉なことだ」と称えまし
た。

受賞報告の様子

「キャンパスベンチャーグランプリ全国大会」
文部科学大臣賞、審査委員会特別賞を受賞

【概要】

６９

集合写真

【メディア掲載】

掲載日 新聞社名 内容

2021/4/9
日刊
工業

第17回キャンパスベンチャーグランプリ全国大会表彰式
～ 文部科学大臣賞 長曽我部竣也さん、審査委員会特
別賞 野村奈々子さん ～



７０



～その他～

７１

その他



～その他～

令和２年４月１日、国立大学法人岐阜大学と国立大学法人名古屋大学とが統合
し、国立大学法人東海国立大学機構（以下、「東海機構」という）が設立したこ
とを受け、同日、名古屋大学において、同機構長、大学総括理事両名の就任記者
会見及び東海機構の看板除幕式を挙行しました。

国立大学法人東海国立大学機構

【概要】

７２



～将来ビジョンに関連する取組～
国立大学法人東海国立大学機構

７３

※ 国立大学法人 東海国立大学機構 財務レポート2020 より



【メディア掲載】

～将来ビジョンに関連する取組～
国立大学法人東海国立大学機構

７４

掲載日 新聞社名 内容

2019/10/19 朝日 初代機構長に名大・松尾総長

2019/10/21 毎日 東海国立大機構 トップに松尾氏

2019/10/22 岐阜 新法人トップに松尾氏正式指名 岐阜大・名大

2019/10/22 中日 松尾学長を機構長に指名

2019/10/22
日本
経済

機構長に名大・松尾学長 岐阜大と総合の新法人

2019/10/23 読売 東海国立大機構 トップに松尾氏 文科相指名

2020/1/10 中日
世界に通用する研究拠点つくる ４月発足「東海国立大
学機構」対談 名古屋大 松尾清一総長×岐阜大 森脇久隆
学長

2020/1/10 中日
名古屋大，岐阜大 法人統合で４月発足 「東海国立大学
機構」ロゴ決定

2020/2/29 毎日
名古屋大と岐阜大 県境超え運営法人統合 「東海国立大
学機構」４月発足 国際的競争力向上と地域創生貢献

2020/3/1 岐阜
岐阜大学と名古屋大学 ４月１日 運営法人を統合 地域貢
献で未来を創世

2020/3/26
日本
経済

名大・岐阜大、4月統合の新法人 人事制度や教育 長
所融合 優秀な学生獲得へ競争力

2020/3/30 朝日
岐大・名大 運営法人を統合 「東海国立大学機構」４月
１日発足 事務部門を効率化

2020/3/31 岐阜
岐阜大と名大の「東海国立大学機構」 研究力強化と事
務集約 あす新法人スタート

2020/4/1 朝日
東海国立大学機構きょう発足 トップ２氏に聞く 研
究・教育力高め 社会への貢献さらに ～ 森脇久隆
学長 ～

2020/4/2 岐阜
東海国立大学機構発足 岐阜大と名大，県境越え初の統
合 研究と教育強化，地方創生



【メディア掲載】

～将来ビジョンに関連する取組～
国立大学法人東海国立大学機構

７５

掲載日 新聞社名 内容

2020/4/2 中日
東海国立大学機構発足で岐阜大学長が抱負 国際競争力
の増進と地域創生へ貢献両輪

2020/4/2 読売 名大・岐阜大 統合法人が発足

2020/4/2 朝日
名大と岐大「東海国立大学機構発足」発足 「東海から
世界めざす」

2020/4/2 毎日 名大と岐阜大が運営法人を統合 東海国立大学機構

2020/4/2
日本
経済

名大・岐阜大が法人統合 東海機構 国立大、初の県境
越え

2020/4/5 岐阜
論 ぎふ目線 岐阜大、名大の「東海機構」 相乗効果
で地域創生を

2020/9/26 岐阜
岐阜大と名大 新たな教育棟 大規模実験３Dで仮想体
験

2021/1/7 読売
東海国立大学機構長・名古屋大学長 松尾清一氏に聞く
オンライン併用 質を維持 「糖鎖」研究も本格始動

2021/1/13
日本
経済

動き出した大学再編・統合 名古屋大×岐阜大 新たな
知 創出へ 糖鎖や航空宇宙 重点分野に投資

2021/4/3 岐阜 教育デジタル化で新部署 東海国立大学機構が設置

2021/4/3 中日
講義，研究のデジタル化拠点 東海国立大学機構 名大
にDU室設置

2021/4/3
中部
経済

東海国立大学機構 研究デジタル化を加速 新部署、学
内外で「知」活用

2021/4/9 毎日
知の提供，オンラインで 岐阜大と連携 名大内に新部
署

2021/4/11 毎日
オンラインで研究成果提供 岐阜大と名大「デジタルユ
ニバーシティー室」

2021/5/28 岐阜
岐阜大と名大「東海国立大学機構」１年 連携強み 深
い学びへ コロナ対策 相互サポートへ ～ 森脇久隆
学長 ～



～その他～

学識経験者らによる選考委員会（委員長：森脇学長）で慎重に審査した結果、
令和元年度「第70回岐阜新聞大賞」が6氏、1団体に贈呈され、学術部門では、本
学名誉教授の松川禮子氏が受賞しました。

贈呈式は令和2年2月8日（土）に岐阜放送テレビスタジオにて行われました。

第70・71回岐阜新聞大賞

【概要】

７６

【メディア掲載】

掲載日 新聞社名 内容

2020/1/12 岐阜
「第 70 回岐阜新聞大賞」決まる ～ 松川禮子 名誉教授，
委員長 森脇久隆 学長 ～

2020/1/30 岐阜
輝く功績 第 70 回岐阜新聞大賞受賞者：小学校英語導
入に尽力 ～ 学術部門 松川禮子 名誉教授 ～

2021/1/27 岐阜
輝く功績 第71回岐阜新聞大賞受賞者：学術部門 農業
の基盤強化に専心 ～ 千家正照 名誉教授 ～

2021/1/28 岐阜
輝く功績 第71回岐阜新聞大賞受賞者：学術部門 太陽
光発電発展支える ～ 野々村修一 名誉教授 ～

学識経験者らによる選考委員会（委員長：森脇学長）で慎重に審査した結果、
令和２年度「第71回岐阜新聞大賞」が６氏、１団体に贈呈され、学術部門では、
本学名誉教授の野々村修一氏、千家正照氏が受賞しました。

贈呈式は令和3年2月6日（土）に岐阜放送テレビスタジオにて行われました。
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